
『今を突き抜けろ Change Your Mind』 
つやま産業塾「経営力開発講座」第 24 期開講 

 

回 講師氏名 会社名 内容 

1 安川 幸男 
合同会社 
イキナセカイ 

受講生が受講するにあたってのマインドセッ
トや意識づけ 

2 渋谷 健 
フィールド・フロー 
株式会社 イノベーション思考のフレームワーク 

3 中村 一浩 
株式会社 Project 
Design Office  感情的知性を磨く・対話学 

4 市谷 聡啓 
株式会社 
レッドジャーニー 地域企業におけるデジタル変革（DX) 

5 伊藤 雅仁 
経営戦略センター 
株式会社 

急成⾧企業に学ぶ経営者のためのファイナン
ス理論 

6 齋藤 潤一 
一般財団法人こゆ地域
づくり推進機構 スタンフォード流デザインシンキング 

7 佐藤 正和 
株式会社 Japan&India 
Project Design 連続起業家が語る事業創出論 

8 安川 幸男 
合同会社 イキナセカ
イ 「第 24 回つやま産業塾」総括及び結果発表 

 

開催期間：令和 2 年 7 月 31 日（金）から 1 月 15 日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 1 回講義 

「開講式/ワークショップ」 

 

日時：令和 2 年 7 月 31 日（金）18：00~20：30 

会場：アルネ・津山 4 階 地域交流センター 

講師：産業塾塾⾧ 則次 俊郎 氏 

    合同会社イキナセカイ 代表 安川 幸男 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 2 回講義 

「イノベーション思考のフレームワーク」 

 

日時：令和 2 年 8 月 7 日（金）18：00~20：45 

会場：アルネ・津山 4 階 地域交流センター 

講師：フィールド・フロー 株式会社 代表取締役 渋谷 健 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ 代表 安川 幸男 氏 

 

渋谷講師はリモートでの参加となったが、会の進行はスムーズであった。会場の関係で、多少音声が聴

きとりづらい場面もあった。スマホを利用し、講師の質問に対する塾生の回答内容がリアルタイムで共

有できる取り組みなどを行い、塾生も積極的に発言を行った。安川ファシリテーターのコーディネート

もあり初のリモート開催であったが無事終了した。 



つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 3 回講義 

「感情的知性を磨く・対話学」 

 

日時：令和 2 年 8 月 21 日（金）18：00~20：30 

会場：ポートアート＆デザイン津山 

講師：株式会社 Project Design Office 中村 一浩 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ 代表 安川 幸男 氏 

 

ポートアート＆デザイン津山での開催であった。約２時間半の講義の内容は、ホワイトボードを使用

した講義と参加者同士のワークを中心に進められた。 

「考える」＜「感じる」というキーワードについて、ほとんどの人は「感じる」ことができていない。そ

の視点で、様々なワークを行い、あっという間の２時間半となった。また、アート空間での講義について

も、参加者から高評価であった。 

 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 4 回講義 

「地域企業におけるデジタル変革（DX）」 

 

日  時：令和 2 年 9 月 11 日（金）18：00~20：30 

会  場：アルネ・津山 4 階 地域交流センター 

講      師：株式会社レッドジャーニー 代表 市谷 聡啓 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ   代表 安川 幸男 氏 

 

「地域企業におけるデジタル変革（DX）」と題し、鎌倉（講師）と津山を繋いだリモート講義形式にて

行い、安川氏（（合）イキナセカイ）がファシリテーターとして津山会場をまとめた。DX について、具

体的な例示やワークを通じた説明があり、単なるデジタイゼーションではなく、デジタライゼーション

の結果もたらされるものあり、顧客体験の変革によって価値を創出（競争上の優位性を確立）するもので

あると説明があった。 

 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 5 回講義 

「急成⾧企業に学ぶ経営者のためのファイナンス理論」 

 

日  時：令和 2 年 10 月 16 日（金）18：00~20：40 

会  場：アルネ・津山 4 階 地域交流センター 

講      師：経営戦略センター株式会社 代表取締役社⾧ 伊藤 雅仁 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ   代表      安川 幸男 氏 

 



「急成⾧企業に学ぶ経営者のためのファイナンス理論」と題し、伊藤氏にご登壇いただいた。安川氏は、

ファシリテーターとして、講師と塾生のつなぎ役を務めた。「ファイナンスの責任は経営者であり、財務

を理解し、最適な配分で投資と資金調達を」と講師から説明があり、財務諸表の説明や投資対象の分類、

上場のメリットとデメリット、資本政策とは何かについて、ときにワークも交えながら進行した。後半に

は、自社のどこに投資を行うかについて塾生が数グループに分かれて意見を交わした。 

 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 6 回講義 

「スタンフォード流デザインシンキング」 

 

日  時：令和 2 年 11 月 20 日（金）18：00~20：40 

会  場：ポートアート＆デザイン津山（リモート開催） 

講      師：一般財団法人こゆ地域づくり推進機構 代表理事 齋藤 潤一 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ   代表        安川 幸男 氏 

 

「スタンフォード流デザインシンキング」と題し、齋藤氏にリモートにてご登壇いただいた。安川氏は、

ファシリテーターとして、講師と塾生のつなぎ役を務めた。キーワードは「DON’T JUDGE」、いかに

JUDGE を手放しで考えることができるか、チャレンジし続ける事が大切であるかを講義いただいた。講

義の途中には、塾生の自己紹介を兼ねた発表や事業構想のプレゼンも行われた。塾生からの感想には、

「失敗しても継続すること」「チャレンジし続ける」など、前向きな意見が多くみられた回であった。 

 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第 7 回講義 

「連続起業家が語る事業創出論」 

 

日  時：令和 2 年 12 月 11 日（金）18：00~20：30 

会  場：アルネ・津山４階 

講      師：株式会社 Japan&India Project Design ＣＥＯ 佐藤 正和 氏 

ファシリテーター：合同会社イキナセカイ   代表        安川 幸男 氏 

 

「連続起業家が語る事業創出論」と題し、佐藤氏にご登壇いただいた。安川氏は、ファシリテーターとし

て、講師と塾生のつなぎ役を務めた。佐藤氏は、大学在学中の１８歳から起業しており、現在までに 20

社起業（上場一社）している。現在は日本茶関係の会社を経営している。自身の起業経験からくる最新の

経営学について、懇切丁寧に説明していただいた。キーワードは、「予期しないものの掛け算」「尖らない

と刺さらない」「軸足があって探索がある」「失敗するコストを捻出する」「両利きの経営」等、明日から

の経営のヒントになる講義いただいた。 

講義の途中には、塾生からの質問に回答する場面も多く、より理解が深まっていたように感じた。次回

は、最終回ということで、塾生の学んだこと、決意などの発表が行われる。 



 
 

 

つやま産業塾「経営能力開発講座」第 24 期 第８回講義 

「成果発表」・「閉講式」 

 

日  時：令和３年１月１５日（金）18：00~20：40 

会  場：アルネ・津山４階 

講  師：合同会社イキナセカイ   代表  安川 幸男 氏 

 

第１回の開講式から約半年間で７名の講師による講座を受講し、それぞれのプログラムから感じた自

分なりの思いや考えを整理し成果発表が行われた。日常の立場やポジションから離れ、個人の「内発的動

機（衝動）」についてアウトプットすることで、塾生同士の情報共有も行われた。 

具体的な事業プランを説明する者、各プログラムから得たキーワードを軸に今後の自身について語る

者、日常の業務から離れた場所で学ぶ機会を得たことで新たな発見があった者、異業種との連携を深め

ることができ刺激を得た者、自社製品に参加企業のロゴ等を模した作品を制作した者など、塾生それぞ

れが感じたことを発表した。閉講式では、修了条件に達した者に修了証書が授与された。コロナ禍での開

催であったが、全８回を集合形式で開催することができ、塾生同士の連携も大きく深まった。今後の塾生

同士の継続的な繋がりについてもフォローしていきたい。 

 


